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1. 平成27年3月期第3四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第3四半期 104,368 2.0 10,937 5.5 11,514 9.0 7,667 29.4
26年3月期第3四半期 102,334 39.3 10,366 18.7 10,563 16.5 5,925 8.0

（注）包括利益 27年3月期第3四半期 9,846百万円 （6.2％） 26年3月期第3四半期 9,271百万円 （66.5％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第3四半期 118.04 117.91
26年3月期第3四半期 91.38 91.28

(2) 連結財政状態
総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

27年3月期第3四半期 139,156 101,597 70.4
26年3月期 131,812 94,389 69.2
（参考）自己資本 27年3月期第3四半期 97,950百万円 26年3月期 91,226百万円

2. 配当の状況
年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 19.00 ― 19.00 38.00
27年3月期 ― 20.00 ―
27年3月期（予想） 20.00 40.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 144,000 2.1 14,800 1.9 15,000 1.7 9,400 14.3 144.06

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無
新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無
（注）詳細は、添付資料４ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積もりの変更・修正再表示」をご覧下さい。

(4) 発行済株式数（普通株式）
① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期3Q 67,590,664 株 26年3月期 67,590,664 株
② 期末自己株式数 27年3月期3Q 2,605,116 株 26年3月期 2,673,402 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期3Q 64,954,805 株 26年3月期3Q 64,838,104 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に
関する説明」をご覧下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策や日銀による金融緩和を背景に、企業収益や

雇用情勢に改善等が見られ、景気は緩やかな回復基調にありました。一方、消費税率の引き上げに伴う駆け込み需

要の反動の長期化や円安の進行による輸入原材料価格の上昇などもあり、先行き不透明な状況で推移いたしまし

た。

 このような経営環境の下、当社グループは、医療・介護施設をはじめとする非住宅市場及びリフォームなどの成

長分野に対する営業活動の強化、アイカ・アジア・パシフィック・ホールディング社及びその子会社とのシナジー

の追求、アジア地域におけるメラミン化粧板販売の強化、機能材料事業の強化などを推進いたしました。一方、当

社は、経営資源の選択と集中の観点から、平成26年４月１日に、電子セグメントのうち、当社が行っておりました

プリント配線板事業の全てを吸収分割によりＲＩＴＡエレクトロニクス株式会社に譲渡いたしました。また、同年

４月１日に当社の連結子会社であるアイカ電子株式会社が行っておりました事業の全てを吸収分割によりＲＩＴＡ

エレクトロプロダクツ株式会社に譲渡いたしました。

 この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高104,368百万円（前年同四半期比2.0％増）、営業利益

10,937百万円（前年同四半期比5.5％増）、経常利益11,514百万円（前年同四半期比9.0％増）、四半期純利益

7,667百万円（前年同四半期比29.4％増）となりました。

 

 セグメントの業績を示すと次のとおりであります。なお、セグメント間の内部売上は除いております。また、当

社グループは、平成26年３月期まで、化成品・建装材・住器建材・電子の4セグメントで構成し、このうち電子セ

グメントはプリント配線板事業と電子材料事業で構成しておりましたが、平成26年４月１日付でプリント配線板事

業を譲渡したことに伴い、第１四半期連結会計期間より電子セグメントを廃止いたしました。また、電子材料事業

の業績は化成品セグメントに含めて、業績管理及び開示しております。この結果、当社グループは、第１四半期連

結会計期間より、化成品・建装材・住器建材の３セグメントで構成しております。なお、化成品セグメントの前年

同四半期比につきましては、前第３四半期連結累計期間の電子材料事業の業績を化成品セグメントに組み替えて表

示しております。

 

（化成品セグメント）

 接着剤系商品は、合板用接着剤及び集成材用接着剤が低迷したものの、木工・家具向け汎用接着剤、施工用接着

剤が堅調に推移いたしました。

 一方、海外では、アイカ・アジア・パシフィック・ホールディング社の子会社が、アジア・太平洋地域における

接着剤・産業用樹脂の需要を取り込むことができた結果、売上を伸ばすことができました。

 樹脂系商品は、外装・内装仕上塗材「ジョリパット」が大手住宅メーカーでの採用が増加したことや橋梁などの

補修・補強材「ジョリシール」、「ダイナミックレジン」の改修市場への積極的な展開により、売上を伸ばすこと

ができました。

 非建築分野への取り組みとして注力している機能材料事業につきましては、太陽電池向け接着剤が市場価格下落

の影響を受け苦戦したものの、自動車向け接着剤の売上が堅調に推移したこと、電子材料が新商品の投入により回

復基調で推移したこと、また、有機微粒子が、化粧品・LED照明関連を中心に売上を伸ばすことができたことによ

り、同事業全体としては、順調に推移いたしました。

 このような結果、売上高は54,808百万円（前年同四半期比8.0％増）、営業利益（配賦不能営業費用控除前）

3,460百万円（前年同四半期比5.8％増）となりました。

 

（建装材セグメント）

 建装材セグメントの主力市場である非住宅市場は、大型商業施設市場を中心に停滞感がありましたが、医療・介

護施設の新築・リニューアル等に注力した結果、売上は順調に推移いたしました。

 汎用的なメラミン化粧板、化粧ボードは伸び悩みましたが、高い意匠性と指紋などの汚れが目立ちにくい特性を

持つメラミン化粧板「セルサス」、0.7mmという薄さで不燃性を兼ね備えた薄物メラミン不燃化粧板「アイカフレ

アテクト」、メラミン化粧板や化粧ボードなどと同柄で様々な内装部位に施工できる粘着剤付化粧フィルム「オル

ティノ」など、特徴のある商品は売上を伸ばすことができました。また、海外においても、インド、中国、東南ア

ジア諸国を中心に売上を伸ばすことができました。

 このような結果、売上高は22,510百万円（前年同四半期比4.8％増）、営業利益（配賦不能営業費用控除前）

4,700百万円（前年同四半期比7.1％増）となりました。
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（住器建材セグメント）

 不燃化粧材「セラール」や、メラミン化粧板を曲面加工したポストフォーム商品は、消費税率引き上げに伴う駆

け込み需要の反動の影響を受け、住宅市場での採用が伸び悩み、前年並みの結果となりました。

 そのような中、天然水晶を原材料にした高級人造石カウンター「フィオレストーン」は、豊富なデザインや優れ

た機能が評価され、集合住宅のキッチンカウンターを中心に売上を伸ばすことができました。また、医療・介護施

設、高齢者住宅に適した建具「Ｕ.Ｄ.（ユニバーサルデザイン）コンフォートシリーズ」は、サービス付高齢者向

け住宅・個人クリニックでの採用増により、売上を伸ばすことができました。

 このような結果、売上高は27,049百万円（前年同四半期比1.6％増）、営業利益（配賦不能営業費用控除前）

4,290百万円（前年同四半期比6.4％増）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末に比べ7,344百万円（5.6％）増加し、139,156百万円

となりました。主な資産の増減は「現金及び預金」が5,839百万円、「商品及び製品」が1,082百万円、投資その他

の資産の「その他」が1,299百万円増加したことと、「のれん」が865百万円減少したことなどによるものでありま

す。

 負債は前連結会計年度末に比べ135百万円（0.4％）増加し、37,558百万円となりました。主な負債の増減は仕入

債務（「支払手形及び買掛金」、「電子記録債務」）が1,462百万円増加したことと、「未払法人税等」が1,544百

万円減少したことなどによるものであります。

 純資産は前連結会計年度末に比べ7,208百万円（7.6%）増加し、101,597百万円となりました。主な増減は「四半

期純利益」7,667百万円、剰余金の配当2,544百万円により、「利益剰余金」が5,292百万円増加したことなどによ

るものであります。

 これらの結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ1.2ポイント増加し、70.4％となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 業績予想につきましては、当第３四半期連結累計期間の業績は概ね計画通りに推移しており、平成26年４月30日

公表の業績予想からは変更ありません。景気の先行きは不透明感を増しており、今後の景気の動向によって通期の

業績見込みについては見直しが必要と判断した場合には速やかに開示いたします。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（退職給付に関する会計基準等の適用）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる

債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数を基礎に決定する方法から退職給付の支払見込期

間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。 

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

 この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の投資その他の資産のその他（退職給付に係る資産）が263百万

円、固定負債その他（繰延税金負債）が93百万円及び利益剰余金が169百万円増加しております。

 なお、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微で

あります。

 

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱いの適用）

 「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号 平成

25年12月25日）を第１四半期連結会計期間より適用し、当社から信託へ自己株式を処分した時点で処分差額を認

識し、信託から従業員持株会に売却された株式に係る売却差損益、信託が保有する株式に対する当社からの配当

金及び信託に関する諸費用の純額を負債に計上しております。当該会計方針の変更は遡及適用され、前年同四半

期及び前連結会計年度については遡及適用後の四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。

 なお、前年同四半期及び前連結会計年度の四半期連結財務諸表及び連結財務諸表に与える影響は軽微でありま

す。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 23,772 29,611 

受取手形及び売掛金 45,634 45,590 

商品及び製品 4,882 5,964 

仕掛品 558 643 

原材料及び貯蔵品 4,442 4,865 

その他 4,526 4,411 

貸倒引当金 △187 △224 

流動資産合計 83,628 90,863 

固定資産    

有形固定資産 27,923 27,389 

無形固定資産    

のれん 5,467 4,601 

その他 1,802 2,013 

無形固定資産合計 7,269 6,614 

投資その他の資産    

その他 13,063 14,362 

貸倒引当金 △72 △72 

投資その他の資産合計 12,990 14,289 

固定資産合計 48,183 48,293 

資産合計 131,812 139,156 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 21,302 19,034 

電子記録債務 1,087 4,818 

短期借入金 1,312 1,484 

未払法人税等 2,889 1,344 

賞与引当金 1,555 779 

その他 5,190 5,513 

流動負債合計 33,338 32,975 

固定負債    

長期借入金 1,194 1,425 

退職給付に係る負債 597 592 

その他 2,292 2,564 

固定負債合計 4,084 4,582 

負債合計 37,422 37,558 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 9,891 9,891 

資本剰余金 13,269 13,270 

利益剰余金 65,765 71,057 

自己株式 △2,334 △2,275 

株主資本合計 86,591 91,944 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 2,206 2,729 

繰延ヘッジ損益 1 0 

為替換算調整勘定 2,519 3,339 

退職給付に係る調整累計額 △93 △64 

その他の包括利益累計額合計 4,634 6,006 

新株予約権 77 67 

少数株主持分 3,085 3,579 

純資産合計 94,389 101,597 

負債純資産合計 131,812 139,156 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    (単位：百万円) 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

売上高 102,334 104,368 

売上原価 75,062 76,289 

売上総利益 27,271 28,078 

販売費及び一般管理費 16,905 17,141 

営業利益 10,366 10,937 

営業外収益    

受取利息 41 66 

受取配当金 193 229 

その他 409 627 

営業外収益合計 645 923 

営業外費用    

支払利息 77 92 

売上割引 129 97 

その他 241 157 

営業外費用合計 447 347 

経常利益 10,563 11,514 

特別利益    

事業譲渡益 - 1,381 

特別利益合計 - 1,381 

税金等調整前四半期純利益 10,563 12,895 

法人税、住民税及び事業税 3,621 4,174 

法人税等調整額 603 398 

法人税等合計 4,224 4,573 

少数株主損益調整前四半期純利益 6,338 8,321 

少数株主利益 413 654 

四半期純利益 5,925 7,667 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    (単位：百万円) 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 6,338 8,321 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 1,087 523 

繰延ヘッジ損益 △9 △0 

為替換算調整勘定 1,844 961 

退職給付に係る調整額 - 28 

持分法適用会社に対する持分相当額 10 11 

その他の包括利益合計 2,932 1,524 

四半期包括利益 9,271 9,846 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 8,666 9,038 

少数株主に係る四半期包括利益 605 807 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

セグメント情報

I 前第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結損 
益計算書計上 
額（注）２   化成品 建装材 住器建材 電子 計 

売上高              

外部顧客への売上高 50,730 21,473 26,630 3,500 102,334 － 102,334 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
2,276 1,705 － － 3,982 △3,982 － 

計 53,007 23,178 26,630 3,500 106,316 △3,982 102,334 

セグメント利益 3,271 4,389 4,033 363 12,058 △1,692 10,366 

（注）１ セグメント利益の調整額△1,692百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△1,691百万円

が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理部門（人事、総務、経理部

門等）に係る費用であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  （単位：百万円）
 

 
報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２化成品 建装材 住器建材 計

 売上高            

外部顧客への売上高 54,808 22,510 27,049 104,368 － 104,368

セグメント間の内部

売上高又は振替高
2,162 1,747 － 3,910 △3,910 －

計 56,970 24,258 27,049 108,278 △3,910 104,368

セグメント利益 3,460 4,700 4,290 12,451 △1,513 10,937

（注）１ セグメント利益の調整額△1,513百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△1,514百万円

が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理部門（人事、総務、経理部

門等）に係る費用であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

従来、報告セグメントとして開示しておりました電子セグメントは、プリント配線板事業及び電子材料事業

で構成されておりましたが、平成26年４月１日付でプリント配線板事業を譲渡したことに伴い、第１四半期連

結会計期間より電子セグメントを廃止いたしました。また、電子材料事業の業績は化成品セグメントに含め

て、業績管理及び開示しております。

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、電子材料事業の業績を化成品セグメントに組み替え

て表示しております。
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